
（管理規則第３条実施要領 別紙様式） 

２０１５ 年度（平成２７年度）学校評価自己評価表 

Ⅰ 福山市 めざす子ども像 

福山に愛着と誇りをもち，変化の激しい社会をたくましく生きる子ども 

Ⅱ 中学校区 
１ めざす子ども像 

≪中学校卒業時，生徒につけたい力のイメージ≫ 
○生き方を判断するための「基礎学力」を身につける。 
○かかわり合いながら「伝え合う力」を身につける。 
○目標に向って努力し，「やりきる」ことができる児童・生徒を育てる。 

２ 児童生徒の現状 

○教育研究の継続的な取組により一部にはその成果がみられるものの，基礎的・基本的な学力の定着には，依

然として厳しい実態がある。とりわけ，思考力や表現力，主体的な学習態度などに課題がみられ，家庭学習

の習慣も十分定着しているとはいえない。 
○元気で活発な反面，人とのかかわりや自分の気持ちを言葉で伝えることを苦手とするなど，自分自身に自信

を持てない児童・生徒が多くみられる。生活と学習に関する意識・実態調査では，「将来の夢や目標を持って

いる」などの項目に課題がみられ，自己肯定感や自己実現力を高めることが課題である。また，「学校や社会

のルールを守っている」の項目にも課題がみられ，基本的生活習慣の確立や規範意識の高揚を図る必要があ

る。 
○欠席日数が３０日を越える生徒の割合や，特別な支援を必要とする児童生徒の割合が高い。 

 ３ 課題 

○基礎的基本的の学力の定着     ○基本的生活習慣の確立    
○規範意識の醸成          ○不登校児童生徒の減少 

Ⅲ 自校 
１ 学校教育目標 

自ら考え学び，貢献する子どもの育成 

２ 経営理念 
（１）中学校区における自校の使命（ミッション） 

ふるさと瀬戸町を愛し，地域を元気にする瀬戸っ子を育てる。 
 

（２）使命の追求を通じて実現しようとする自校の将来像（ビジョン） 

学 校 像・活力みなぎる学校 ・安心して過ごせる学校 ・地域とともに歩む学校 

子ども像・自ら考え学ぶ子  ・地域社会に貢献する子 

教職員像・教育に対する情熱と使命感を持つ教職員 ・明るく元気で支え合う教職員  

・義務教育９年間を見通し，子どもの進路を保障していく教職員 

・子どもの良さを引き出す教職員 
３ 前年度重点目標と達成状況 

前年度重点目標 達成状況 
１基礎・基本の学力の定着をさせる。 

 

２子どもの自己肯定感を高める。 

算数科の全国標準診断的学力検査で，全国平均以上達成の学級は57.1％だった。

未達成の学級全て全国平均にあと一歩に近づいたが，目標を達成させたい。 

あこがれのリーダーを育て，自信を持たせる取組として給食放送を活用して「に

っこり！たまて箱」を行った。下級生のモデルになる行動が増えてきた。 

４ 本年度重点目標と設定理由 
重点目標 設定理由 

１基礎基本の学力の定着をさせる。 

 
２子どもの自己肯定感を高める。 

基礎基本の学力の定着に課題があり，生徒指導の３機能をいかした授業づく

り，家庭学習や補充学習の充実，ふるさと学習に取り組んでいく。 
自分自身に自信が持てない児童が多い。積極的な生徒指導を通して規範意識を

高めるとともに，ふるさと学習に取り組む中で児童の自己肯定感を高揚させる，  

５ 前年度の学校関係者評価結果を踏まえた改善点 
・学校・保護者・地域が連携・協力して目標達成に向けた取組を行う。 

・地域・保護者への積極的な情報発信を行う。 

・評価項目・指標等の分かりやすさ明確化に取り組む。 

 
※ 評価基準 

評価・指標評価 基        準 
Ａ・ａ １００％以上の達成度 十分に目標を達成できた 
Ｂ・ｂ ８０％以上１００％未満の達成度 概ね目標を達成できた 
Ｃ・ｃ ６０％以上８０％未満の達成度 ある程度目標を達成できた 
Ｄ・ｄ ４０％以上６０％未満の達成度 あまり目標を達成できなかった 
Ｅ・ｅ ４０％未満の達成度 目標を達成できなかった 

自己評価（中間）の基準は，１０月２０日までの計画に対する達成状況とする。 
 

済美中学校区 校番１８ 福山市立 瀬戸 小学校 

最終更新日 2016 年（平成28 年）2 月 29 日 



（管理規則第３条実施要領 別紙様式） 
  最終更新日 2016 年（平成28 年）2 月15 日                    ２０１５年度（平成２７年度）済美中学校区 校番 １８ 福山市立瀬戸小学校  No.（ 1 ） 

Ⅳ 目標・評価項目・指標等の設定と評価 

市重点 
目 標 

年
目 中期経営目標 重 

点 分類 短期経営目標 （最終） 
評価 

評価項目・指標等 
（△成果 ▽取組み に着目） 

（最終） 
指標 
評価 

□ 評価項目・指標等 ○ 短期（中期）経営目標 の達成状況 
◎ 改善方策 

確
か
な
学
力 

２ 

 

 

基礎学力の定着

を図る教育活動

の推進 

 

 

★ 
継続 

 

基礎・基本の学力の定着

を図る。 

B 

 

△全国標準診断的学力検査（ＣDＴ）の達成率を

全国平均以上にする。 

 ｃ      

□１月にＣDＴ学力検査を実施。 

○達成率  

国語･･･1 年85％・２年75％・３年69％・４年７5％ 

５年81％・６年73％， 

算数･･･1 年88％・２年80％・３年80％・４年80％ 

５年80％・６年７5％ 

 目標を達成したのは国語４/15，算数９/15 学級であった。 

◎各学年，結果分析を行い重点課題問題に対して類似問題を作成・実施

し，習得を図る。 

△国語・算数の単元末テストで達成率８５％以

上にする。 

b 

□各学年，国語・算数の単元末テストを実施。 

○達成率  

国語･･･1 年 85.3％・２年 84.5％・３年 81.6％・４年

78.6％・５年85.3％・６年79.9％・全学年82.5%  

算数･･･1 年 93.8％・２年 85.4％・３年 85;8％・４年

77.6％・５年82.6％・６年84.8％・全学年85.0% 

◎各学年授業改善チェックリストをもとに，国語科では条件を指

定して文章を書かせたりキーワードをもとに読み取りをさせ

たりして「書くこと・読むこと」に取り組んだ。算数科ではど

のように答えを求めたか根拠をもとに自分の考えを図・表・言

葉で表現させて「考え方」の力をつける取組みを続けた。 

△根拠をあげて述べたり，書いたりすることが

できる児童を８５％以上にする。（児童の肯定

的評価） b 

□ふり返りシート （児童アンケート） 

○達成率 81.0％ 

◎算数科以外でも，授業の中で自分の考えを表現させる場（発表・

ノート等）を設定した。その際根拠となる言葉を既習学習より

提示したり掲示したりして使わせていった。 



（管理規則第３条実施要領 別紙様式） 
△家庭学習をやりきる児童を８５％以上にす

る。（低学年30 分以上，中学年45分以上，高学

年60 分以上） 

a 

□家庭学習やりきり週間 計画通り実施(５回) 

○達成率５月79.6％ ６月87.0％ ９月81.0％ 11 月85.2％ 

   １月86.6％ 

 
◎個に応じた家庭学習の内容を考えてきた。学校と家庭が連携し

て家庭学習やりきり週間をやり切らせる為ポスターをつくり配

布した。 

  

豊
か
な
心 

 

豊
か
な
心 

２ 

豊かな心の育成

を図る積極的な

生徒指導の推進 

 

 

継続 

 

規範意識を育成する。 Ａ 

△「自分から進んであいさつができる」児童・

「時間いっぱい無言掃除ができる」児童を 

８５％以上にする。 a 

□ふり返りシート （児童アンケート） 

○達成率 85.8％（あいさつ 86.1％・無言掃除 85.4％） 

◎児童会・登校班によるあいさつ運動・児童朝会の中で全校児童

へ呼びかけ，整美委員会より無言掃除を呼びかける。また，放

送などで肯定的評価を行う。 

▽「友達の良い所を見つけられる」児童（ほめ

達人）をふやし，児童の自己肯定感を高める。 
b 

□ふり返りシート （児童アンケート） 

○達成率79.9％ 

◎学級の帰りの会で児童・教師より肯定的評価をしたり，給食時

「にっこり玉手箱」で児童の良い所を紹介したりする。 

△学校のきまり（ベル着・ネーム・シャツ入れ）

を守ることのできる児童の割合を８５％以上

にする。 a 

□ふり返りシート （児童アンケート） 

○達成率94.2％ 

◎児童自ら意識してきまりを守ろうとする児童が増えてきたが一

部の児童に課題が見られる。全教職員で学校のきまりに関して

共通認識を持って指導に当たる。個別指導も継続して行う。 

力
量
あ 

る
教
職
員 

２ 

中学校区と連携を

し，教育の専門性

の向上 

★ 新規 

授業力 (生徒指導の三機

能，言語活動の場を設定)

を高め，ふるさと学習を

推進する。 

Ａ 

△授業改善の視点(生徒指導の三機能，言語活

動)に基づいた，授業研修における肯定評価を

８５%以上にする。 

a 

□根拠をもとに自分の考えを表現したり生徒指導の三機能を生

かしたりした授業改善シートによる授業評価を行う。 

○達成率8９.0％である。 

◎授業研究においては，指導案に生徒指導の三機能，言語活動を

記入し授業改善・学力向上に向けた授業を行う。その後全職員

で検証を行い授業改善につなげる。また，中学校区の校内授業

研究や公開授業研究に積極的に参加し授業力の向上に努める。 

▽ふるさと学習の指導計画を作成し，ふくやま

子ども「生きる」美術展に出品する。 
a 

○ふるさと学習の指導計画を作成し実施した。 

ふくやま子ども「生きる」美術展に出品 100％ 

◎ふるさと学習の指導計画をもとに学習を進めた事を確認し次

年度へ向けて加筆・修正を行う。 



（管理規則第３条実施要領 別紙様式） 

市
民
か
ら
信
頼 

さ
れ
る
学
校 

２ 
開かれた学校づく

りの推進 
 

継続 

 

保護者や地域とのつなが

りを深め，信頼される学

校をつくる。 

Ａ 

△小中一貫教育の取組や子どもの良さ・頑張り

等を取り入れた「学校だより」やホームペー

ジの定期的な更新により，「学校の様子がわ

かる」保護者を８５％以上にする。 
a 

□学校だより（10 号）・校長だより（23 号）・学年だより（1 年30 号・

２年13 号・３年11 号・４年23 号・５年26 号・６年15 号） 月

１回以上発行した。 

○達成率93.0％（保護者アンケート） 

各たよりでは児童の様子や作文等具体的な事例を掲載し学年・学校の状

況を発信している。ホームページも週１回以上更新している。 

◎伝える時期を逃さず発信したり，小中一貫教育の取組を紹介したりす

る。 

▽地場産物や旬の食材を使った「料理レシピ」

を保護者や地域に配布し，お弁当づくりの日

を実施して家庭の食生活の向上を図る。 
a 

□「料理レシピ」 月１回発行（現在10 号） 

□お弁当作りは回を重ねて上のコースにトライする児童も増え，家

庭の協力や声かけも得られた。お弁当作りの大変さを理解し，感

謝の気持ちを持つことができた。 

◎親子料理教室で調理を体験させ家庭での実験に生かせるよう努

めていく。（手作りおせち料理） 

 


